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日本心臓核医学会は1998（平成10）年10月に発足しましたが、心臓核医学に関する基礎および臨床研
究の推進とその普及をはかり広く循環器病の診断と治療に貢献することを目的としています。具体的な活動と
しては、年一回の学術大会の開催、心臓核医学会機関誌の発刊、ホームページの開設、学会賞・若手研究者
奨励賞の創設などを行い、さらに英文誌Annals of Nuclear Cardiologyの発刊を含めて、心臓核医学の
発展のために積極的に取り組んでまいりました。
また、関連学会の日本循環器学会、日本核医学会、日本心臓病学会等と連携を密にし、学会開催中には

共催でジョイントセミナー・シンポジウムを開催しております。
心臓核医学の地域別教育研修会は2007（平成19）年から全国を8地域に分けて開催されており、毎年

1000人ほどの先生方にご参加いただいておりますが、本冊子はその研修会で使用されるテキストです。
本研修会の中で心筋SPECTおよびPETの基礎および各論についての講義を設け検査の意義を学んでい
ただき、実際に症例の読影を経験いただくことも行っています。
心臓核医学は診断や予後に関するエビデンスが豊富で、治療戦略を立てる上でのゲートキーパーとして

非常に重要な検査として位置づけられています。また、多くの画像検査方法が進歩する中でも、虚血を直接
画像化し、心機能を評価し、代謝を画像化することの重要性が認識されてきました。しかし、残念ながら本邦
では欧米に比べると十分に臨床で活用されているとはいえません。
是非、多くの先生方に心臓核医学検査の有用性をご理解いただくとともに、心臓核医学会の趣旨にご賛同

いただき、ご入会を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
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